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5.2 計画の変更に伴う予測・評価の見直し  

「5.1 計画の変更理由及び概要」に示したとおり、今回の計画の変更によって施工計画が変

更となるため、表 5.2-1 (1)及び(2)に示すとおり予測・評価の見直しの必要性を検討した。 

開催前における予測について、施工計画等の変更に伴って見直しの検討が必要となる環境影響

要因は、｢施設の建設（仮設除く）」、「工事用車両の走行（仮設除く）」及び「建設機械の稼働（仮

設除く）」である。評価書においてこれらの環境影響要因による予測を行った項目のうち、予測・

評価の見直しが必要となる項目はなかった。 

表 5.2-1 (1) 予測・評価の見直しの必要性 

環境影響 

評価の項目 
区分 予測事項及び見直しの理由 

見直しの 

必要性 

土壌 

開催前 【土壌汚染物質の変化の程度】 

【地下水及び大気への影響の可能性の有無】 

施工計画の変更が生じるが、計画地の位置及び範囲に変化はないた

め、予測・評価の見直しは行わない。 

× 

生 物 の 生

育・生息基

盤 

開催前 【生物・生態系の賦存地の改変の程度】 

【新たな生物の生育・生息基盤の創出の有無並びにその程度】 

施工計画の変更が生じるが、計画地の位置及び範囲に変化はないた

め、予測・評価の見直しは行わない。 

× 

生物・生態

系 

開催前 【陸上植物の植物相及び植物群落の変化の内容及びその程度】 

【陸上動物の動物相及び動物群集の変化の内容及びその程度】 

【生育・生息環境の変化の内容及びその程度】 

【生態系の変化の内容及びその程度】 

施工計画の変更が生じるが、計画地の位置及び範囲に変化はないた

め、予測・評価の見直しは行わない。 

× 

廃棄物 

開催前 【廃棄物の排出量及び再利用量並びに処理・処分方法等】 

施工計画の変更が生じるが、廃棄物の排出量及び再利用量に変化は

ないため、予測・評価の見直しは行わない。 
× 

エコマテリ

アル 

開催前 【エコマテリアルの利用への取組・貢献の程度】 

施工計画の変更が生じるが、エコマテリアル利用の取組に変化はな

いため、予測・評価の見直しは行わない。 
× 

温室効果ガ
ス 

開催前 【温室効果ガスの排出量及びその削減の程度】 

施工計画の変更が生じるが、建設機械の稼働による温室効果ガス排

出量の変化は軽微であるため、予測・評価の見直しは行わない。 
× 

エネルギー 開催前 【エネルギーの使用量及びその削減の程度】 

施工計画の変更が生じるが、建設機械の稼働によるエネルギー使用

量の変化は軽微であるため、予測・評価の見直しは行わない。 
× 

注) 「見直しの必要性」において、「×」は見直し不要を示す。 
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表 5.2-1 (2) 予測・評価の見直しの必要性 

環境影響 

評価の項目 
区分 予測事項及び見直しの理由 

見直しの 

必要性 

移転 

開催前 【施設整備等による住宅、店舗等の移転の規模、範囲及び程度】 

施工計画の変更が生じるが、計画地の位置及び範囲に変化はないた

め、予測・評価の見直しは行わない。 

× 

交通渋滞 

開催前 【交通量及び交通流の変化の程度】 

施工計画の変更に伴い、工事用車両の走行ルートが変更になるが、

工事用車両台数は評価書で想定した台数を下回るため、予測・評価

の見直しは行わない。 

× 

公共交通へ
のアクセシ
ビリティ 

開催前 【会場から公共交通機関までのアクセス性の変化の程度】 

施工計画の変更が生じるが、公共交通機関から会場等の周辺及び会

場等までのアクセス経路における歩車道線分離の状況に変化はない

ため、予測・評価の見直しは行わない。 

なお、平成 29年２月より、環状第二号線未開通区間のうち、晴海～

豊洲間を工事用車両の走行ルートとして利用しているが、同区間に

ついては、歩行者は使用できない。 

× 

交通安全 

開催前 【交通安全の変化の程度】 

施工計画の変更が生じるが、公共交通機関から会場等の周辺及び会

場等までのアクセス経路における歩車道線分離の状況に変化はない

ため、予測・評価の見直しは行わない。 

なお、平成 29年２月より、環状第二号線未開通区間のうち、晴海～

豊洲間を工事用車両の走行ルートとして利用しているが、同区間に

ついては、歩行者は使用できない。 

× 

注) 「見直しの必要性」において、「×」は見直し不要を示す。 

 

 


